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一つの興味から 
  副校長   中村 正洋 

  

今年度より新鶴見小学校に副校長として着任いたしました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。新年度が始まり早いもので２ヶ月が経とうとしています。この２ヶ月の間に、日々の学習は

もちろん、１年生を迎える会、ペア活動、体力テストなど様々な活動がありました。それらの活

動の中で、子どもたちの元気でのびのびとした姿、その子どもたちをチームで支える教職員

の姿、さらに子どもたちや教職員を支えてくださる「ととかかさん」やボランティアに参加して

いただいた保護者の皆様の姿を見て、とても素敵な学校に着任したのだと喜びを感じており

ます。 

私はサッカーが大好きで、４月の着任式の自己紹介や朝会でもサッカーに関する話を子

どもたちにしました。小学校低学年の頃だったと思いますが、J リーグが開幕し、サッカーの魅

力に触れ、サッカーが大好きになりました。それまでは何かに熱中することはそこまでなかっ

たようですが、とにかく楽しくてサッカーのことばかり考えるようになっていました。当時、両親

は私が勉強しなくなったらと不安に思ったそうです。ただ、両親の予想とは反対で、一つの興

味からいくつもの学び、興味に広がっていったのです。「サッカーがうまくなりたい」と思うと自

らいろいろなことを調べたり、勉強したりするようになりました。今、私が思い出せるものですと、

例えば… 

① PK ってゴールラインから何ｍ？など。（〇ｍってこのくらいなんだ！）→算数 

② テレビで聞いた言葉の「勝率」って？→算数 

③ ブラジルってサッカー強いけど、どこにあるの？→社会 

④ 明日、大事な試合だけど天気は・・・。→理科 

⑤ 試合で力を出すためには栄養をしっかりとらないと！→体育（保健）、食育 

サッカーのことから様々なことを学び、時には新しい興味に繋がっていくこともありました。

このように、子どものもつ一つの興味には大きな可能性があると私は考えています。学校では、

子どもたちが様々なことに興味や関心をもてるように授業を工夫したり、体験ができるように

したりしてこれからも努めてまいります。保護者の皆さま、地域の皆さま、今後も本校の教育

活動にご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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